
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
三
七
）

本
稿
の
執
筆
者
は
経
営
学
を
専
門
と
し
、
法
学
の
専
門
家
で
は

な
い
。
し
か
し
経
営
学
の
視
点
か
ら
営
利
企
業
を
考
察
す
る
場
合
、

そ
の
法
形
態
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
融
通
無
碍
、
変
幻

自
在
な
法
形
態
が
存
在
し
、
法
形
態
の
百
貨
店
の
如
き
状
況
を
呈

す
る
。
本
稿
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
同
族
大
企
業
に
よ
り
利
用
さ
れ

る
法
形
態
に
は
六
種
の
基
本
形
態
と
九
種
の
混
合
形
態
、
合
計

一
五
種
に
上
る
。
本
稿
の
「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
は
登
場
し
な
い

が
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
日
施
行
さ
れ
た
有
限
会
社
の
一
種
で

あ
る
「
企
業
家
会
社
」U

nternhem
ergesellschaft

│U
G

と

そ
の
混
合
形
態U

G
 &

 C
o. K

G

を
加
え
れ
ば
一
七
種
と
な
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
全
体
像
に
関
し
て
経
営
学
の
専
門
家
お
よ
び

企
業
の
実
務
家
の
た
め
に
日
本
語
で
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
解

説
書
は
執
筆
者
が
調
べ
た
範
囲
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
唯
一
の
最

近
の
文
献
は
高
橋
の
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

に
関
す

る
論
文
で
あ
る
。
し
か
し
同
書
で
は
そ
れ
以
外
の
混
合
形
態
に
は

触
れ
て
い
な
い

（
1
）

。

本
稿
に
登
場
す
る
多
く
の
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
は
日
本
に
も
進

出
し
て
い
る
。
例
え
ば
透
析
機
器
・
医
療
の
大
手
企
業
フ
レ
ゼ
ニ

ウ
ス
の
日
本
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
日
本
法
人
の
株
主
の
紹
介

と
し
て
ド
イ
ツ
の
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
スA

G
 &

 C
o. K

G
aA

が

一
〇
〇
％
所
有
と
示
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
法
形
態
の
意
味
は
説
明

ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態

吉　
　

森　
　
　
　
　

賢

一
二
五
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を
考
察
す
る
。
第
四
に
ド
イ
ツ
の
法
形
態
の
進
化
の
要
因
を
明
ら

か
に
し
、
企
業
家
精
神
の
視
点
か
ら
こ
れ
を
評
価
す
る
。
こ
れ
ら

は
日
本
の
同
族
企
業
は
も
と
よ
り
上
場
の
意
義
、
株
主
と
企
業
の

目
的
の
不
一
致
、
上
場
の
費
用
対
効
用
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
上

場
企
業
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
注
目
に

値
す
る
と
考
え
る
。

1
．
同
族
大
企
業
の
定
義

「
同
族
企
業
」
と
は
創
業
者
お
よ
び
そ
の
子
孫
が
支
配
す
る
企

業
と
定
義
す
る
。「
支
配
」（C

ontrol

）
と
は
バ
ー
リ
と
ミ
ー
ン

ズ
に
よ
り
「
過
半
数
の
持
ち
株
所
有
、
ま
た
は
何
ら
か
の
法
的
手

段
に
よ
り
、
ま
た
は
何
ら
か
の
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、

取
締
役
会
の
全
役
員
ま
た
は
過
半
数
の
役
員
を
選
任
す
る
実
質
的

権
限
」
と
定
義
す
る

（
2
）

。

ド
イ
ツ
独
占
委
員
会M

onopolkom
m
ission

は
二
年
毎
に

H
auptgutachten

「
独
占
委
員
会
報
告
書

（
3
）

」
を
公
表
す
る
。

二
〇
一
三
年
七
月
時
点
で
二
〇
一
二
年
版
が
最
新
版
で
あ
り

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
創
造
価
値
（W

ertschöpfung （
4
）

）
に
よ
る

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」D

ie 100 größten

の
表
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。「
創
造
価
値
」
と
は
日
本
語
の
付
加
価
値
に
相
当
し
、

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
法
形
態
の
意
味
が
分
か
る
日
本
人
は
は
た

し
て
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
本
語
訳
も
調
べ
た
範
囲
で

は
存
在
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
株
式
・
株
式
合
資
会
社
と
和
訳
し

た
。
本
稿
で
は
他
の
同
様
の
法
形
態
と
共
に
執
筆
者
の
和
訳
を
付

記
し
た
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
ま
ず
著
者
自
身
の
た
め
に
、
そ
し
て
ド
イ

ツ
の
企
業
と
取
引
関
係
に
あ
る
実
務
家
、
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
に

関
心
を
有
す
る
実
務
家
、
学
生
、
研
究
者
の
た
め
に
本
稿
執
筆
を

試
み
た
。
以
下
の
試
論
の
内
容
に
つ
い
て
法
学
専
門
家
に
よ
る
意

見
、
助
言
、
訂
正
な
ど
を
歓
迎
す
る
。

執
筆
者
は
本
稿
に
関
連
す
る
論
文
を
平
成
二
三
年
一
〇
月
五
日

発
行
の
本
誌
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
公
益
財
団
と
統

治
機
構
│
ボ
ッ
シ
ュ
公
益
財
団
と
ク
ル
ッ
プ
公
益
財
団
」
と
し
て

発
表
し
た
。

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
非
公
開
の
大
規
模
、

中
規
模
の
同
族
企
業
が
多
い
事
実
と
こ
の
種
の
企
業
に
適
し
た
多

彩
な
法
形
態
の
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
目
的

は
こ
れ
ら
法
形
態
の
進
化
の
要
因
と
過
程
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

第
三
の
目
的
は
Ｅ
Ｕ
の
他
の
加
盟
国
と
の
制
度
間
競
争
の
視
点
か

ら
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
「
所
在
国
説
」
が
直
面
す
る
問
題
と
影
響

一
二
六
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売
上
高
か
ら
他
企
業
へ
の
支
払
費
用
を
差
し
引
い
た
残
額
、
す
な

わ
ち
給
与
、
減
価
償
却
費
、
租
税
公
課
、
金
利
、
配
当
、
留
保
利

益
な
ど
の
合
計
で
あ
る
。
売
上
高
と
は
異
な
り
、
付
加
価
値
は
企

業
の
労
働
生
産
性
、
商
品
・
技
術
力
、
原
材
料
・
購
入
品
の
価
格

交
渉
力
と
節
約
、
機
械
設
備
な
ど
の
有
効
利
用
性
な
ど
を
示
す

（
5
）

。

本
稿
に
お
け
る
ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
を
算
定
す
る
た
め
に
、

一
〇
〇
社
か
ら
外
国
籍
企
業
、
公
的
企
業
、
銀
行
・
保
険
企
業
、

電
力
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
、
医
療
機
関
、
運
輸
・
輸
送
・
通
信
企

業
、
登
記
協
同
組
合
そ
の
他
計
六
〇
社
を
除
外
し
た
。
残
り
四
〇

社
は
ド
イ
ツ
で
創
業
さ
れ
た
製
造
、
商
業
、
Ｉ
Ｔ
、
出
版
・
メ

デ
ィ
ア
産
業
の
企
業
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
最
大
一
〇
〇
社
」
の

表
中
の
「
個
人
、
同
族
企
業
お
よ
び
同
族
財
団
」
に
示
さ
れ
て
い

る
同
族
企
業
は
二
六
社
で
あ
る

（
6
）

。

し
た
が
っ
て
母
集
団
四
〇
社
に
対
す
る
二
六
社
の
同
族
企
業
の

構
成
比
率
は
六
五
％
に
達
す
る
。

チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
や
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
社
の
よ
う

に
会
社
に
お
け
る
同
族
の
存
在
は
皆
無
で
あ
る
が
、
同
族
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
公
益
・
私
益
財
団
の
支
配
下
に
あ
る
企
業
も
同
族
企

業
と
定
義
す
る
。
さ
ら
に
シ
ー
メ
ン
ス
社
の
よ
う
に
同
族
所
有
比

率
が
六
％
と
他
の
同
族
企
業
に
比
較
し
て
小
さ
い
が
筆
頭
株
主
で

図表 1 ─ 1 　ドイツの同族大企業26社と所有比率
2010年・付加価値最大100社順位

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成
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あ
る
場
合
は
支
配
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
同
族
会
社
と
す
る
。

2
．
同
族
大
企
業

以
下
に
ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
巨
大
同
族
企
業
の
実
像
を
理
解
す

る
た
め
に
こ
れ
ら
の
横
顔
を
紹
介
す
る
。

2
．1　

 

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
株
式
会
社

　

V
olksw

agen A
G

ド
イ
ツ
最
大
の
同
族
企
業
は
一
〇
〇
社
中
ダ
イ
ム
ラ
ー
社
に
次

ぐ
二
位
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
一
二

月
三
一
日
時
点
で
ポ
ル
シ
ェ
・
ピ
エ
ヒ
両
家
が
同
社
の
発
行
済
株

式
の
五
三
・
一
〇
％
を
所
有
す
る
。
同
社
は
天
才
的
技
術
者
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ポ
ル
シ
ェ
が
設
計
し
た
「
カ
ブ
ト
虫
」B

eetle

と
そ
の
後
継
者
車
種
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
車
の
ポ
ル
シ
ェ
の
二
部

門
を
統
合
す
る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
長
男
と
長
女
を
残
し
、

今
日
そ
れ
ぞ
れ
が
家
系
を
形
成
し
長
女
の
家
系
の
第
三
世
代
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ピ
エ
ヒ
が
同
家
系
代
表
と
し
て
二
〇
一
三
年
時

点
で
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の
監
査
役
会
会
長
の
地
位
に
あ
る
。

長
男
の
家
系
代
表
は
同
じ
く
第
三
世
代
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ポ

ル
シ
ェ
で
あ
り
ポ
ル
シ
ェ
社
と
そ
の
持
株
会
社
ポ
ル
シ
ェ
自
動
車

図表 1 ─ 2

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
一
）

2
．2　

シ
ー
メ
ン
ス
株
式
会
社　

S
iem
ens A

G

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
三
位
は
総
合
電
気
企
業
シ
ー
メ
ン
ス
社

で
あ
る
。
独
占
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
同
族
所
有
比
率
は

九
・
二
三
％
で
あ
る
が
、
二
〇
一
二
年
の
同
社
の
株
主
構
成
に
関

す
る
公
表
資
料
に
よ
れ
ば
シ
ー
メ
ン
ス
家
同
族
の
持
株
比
率
は

六
％
で
あ
り
、
同
家
財
産
管
理
有
限
会
社
所
有
の
三
・
〇
三
％
、

シ
ー
メ
ン
ス
財
団
所
有
の
三
・
〇
三
％
を
含
む
と
さ
れ
る
。
そ
の

時
価
は
五
〇
億
ユ
ー
ロ
と
推
定
さ
れ
る

（
8
）

。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
同

家
は
筆
頭
株
主
で
あ
り
、
同
族
の
言
葉
は
常
に
会
社
に
「
大
き
な

影
響
力
」
を
及
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
同
族
代
表
の
ペ
ー

タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
メ
ン
ス
は
同
社
の
監
査
役
会
の
役
員
を

一
五
年
間
務
め
た
後
に
二
〇
〇
八
年
に
辞
任
し
た
。
在
任
中
は
重

要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
〇
六
年
上
記

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
と
ほ
ぼ
同
時
に
発
覚
し
た
国
際
的
贈
賄

と
脱
税
事
件
に
関
し
て
監
査
役
会
役
員
と
し
て
の
責
任
を
同
族
か

ら
問
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
後
任
に
同
じ
く
同
族
代
表
の
フ
ォ

ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
監
査
役
会
役
員
に
就
任
し
た

（
9
）

。

持
株
欧
州
株
式
会
社P

orsche A
utom

obil H
olding S

E

の
監
査

役
会
会
長
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
末
日
時
点
で
ポ
ル

シ
ェ
・
ピ
エ
ヒ
同
族
以
外
の
株
主
と
し
て
所
在
地
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
州
が
二
〇
％
、
中
東
の
カ
タ
ー
ル
が
一
七
％
、
一
般
株
主

が
議
決
権
な
し
の
優
先
株
一
七
％
を
所
有
す
る

（
7
）

。

ポ
ル
シ
ェ
家
代
表
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
は
小
規
模
の
同
社
の
資

本
力
だ
け
で
は
将
来
の
新
車
開
発
資
金
の
調
達
は
困
難
と
な
る
こ

と
を
危
惧
し
た
。
二
〇
〇
五
年
秋
同
社
は
三
〇
億
ユ
ー
ロ
の
内
部

留
保
を
有
す
る
に
至
り
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
の
買
収
を
決

定
し
た
。
以
降
同
社
の
株
式
取
得
を
進
め
、
最
終
的
に
は
借
入
金

ま
で
つ
ぎ
込
み
二
〇
〇
九
年
一
月
に
同
社
の
株
式
を

五
〇
・
七
六
％
ま
で
買
増
し
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
自
己
資

金
が
底
を
つ
き
、
銀
行
へ
の
負
債
返
済
の
た
め
の
資
金
繰
り
が
つ

か
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
同
年
五
月
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
と
ピ
エ

ヒ
の
両
家
代
表
が
交
渉
の
結
果
、
逆
に
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社

が
ポ
ル
シ
ェ
社
を
合
併
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
ポ

ル
シ
ェ
社
は
独
立
性
を
失
い
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社
に
統
合

さ
れ
た
。

一
二
九
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ル
ト
・
ク
ヴ
ァ
ン
ト
の
妻
で
あ
る
。
ク
ヴ
ァ
ン
ト
家
が
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社

を
所
有
・
支
配
す
る
機
会
は
一
九
五
九
年
一
二
月
九
日
に
訪
れ
た
。

ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
株
主
と
し
て
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
に
出

席
し
て
い
た
。
最
も
重
要
な
議
案
は
債
務
超
過
に
陥
っ
た
同
社
を

ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ベ
ン
ツ
が
吸
収
合
併
す
る
議
案
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
消
滅
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
地
元
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

の
株
主
の
反
対
に
よ
り
事
実
上
否
決
さ
れ
た
。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
同

社
の
取
得
を
決
意
し
、
一
年
後
の
一
九
六
〇
年
一
二
月
の
株
主
総

会
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
再
建
を
目
的
と
す
る
新
株
発
行
に
よ
る
計
画
を
上

程
し
、
採
決
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
ク
ヴ
ァ
ン
ト
家
の
同
族
企
業
と
し
て
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社

は
既
存
企
業
の
買
収
に
よ
り
生
じ
た
。
こ
の
点
で
一
般
的
な
無
か

ら
事
業
を
始
め
た
創
業
者
あ
る
い
は
起
業
家
と
は
異
な
る
。
ヘ
ル

ベ
ル
ト
の
本
質
は
既
存
企
業
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
買
収
者
、
再
建
者
で
あ

る
。
し
か
し
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
再
建
の
た
め
に
非
常
に
大
き
な
リ
ス

ク
に
よ
り
単
独
に
よ
る
増
資
に
よ
る
再
建
資
金
を
調
達
を
敢
行
し

た
事
実
は
彼
を
創
業
者
に
等
し
い
起
業
家
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ヘ
ル
ベ
ル
ト
が
い
な
け
れ
ば
今
日
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
は
存
在
す

る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
ヘ
ル
ベ
ル
ト
は
初
代
所

有
経
営
者
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
上
記
の
兄
妹
二

2
．3　

 

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
有
限
会
社

　
R
obert B

osch G
m
bH

七
位
の
自
動
車
機
器
・
電
動
工
具
・
包
装
機
械
、
生
活
家
電
な

ど
の
世
界
的
企
業
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
シ
ュ
は
象
徴
的
で
あ
る
。

同
社
は
ボ
ッ
シ
ュ
同
族
の
有
限
会
社G

m
bH

で
あ
り
、
そ
の
規

模
は
二
〇
一
二
年
度
世
界
売
上
高
約
五
兆
三
、〇
〇
〇
億
円
（
同

社
年
間
平
均
レ
ー
ト
一
€
＝
一
〇
二
・
五
円
）、
世
界
従
業
員
数

三
〇
万
六
千
人
に
達
す
る

（
10
）

。
製
造
業
の
有
限
会
社
と
し
て
同
社
に

匹
敵
す
る
同
族
企
業
は
日
本
で
は
皆
無
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
少

な
い
で
あ
ろ
う
。

企
業
統
治
お
よ
び
同
族
統
治
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
実
効

性
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
い
業
績
を
実
現
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ

の
同
族
大
企
業
の
中
で
模
範
的
地
位
に
あ
る
。
同
社
に
つ
い
て
は

既
述
の
論
文
で
述
べ
た
の
で
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

2
．4　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
株
式
会
社　

B
M
W
 A
G

八
位
の
自
動
車
企
業
Ｂ
Ｍ
Ｗ
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
が
、
母

親
と
二
人
の
子
供
の
同
族
三
人
に
よ
る
合
計
持
株
比
率
は

二
〇
一
二
年
一
二
月
現
在
で
四
六
・
七
％
に
達
す
る
。
母
親
ヨ
ハ

ン
ナ
・
ク
ヴ
ァ
ン
ト
は
八
二
年
死
去
し
た
実
質
的
創
業
者
ヘ
ル
ベ

一
三
〇



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
三
）

2
．5　

 

チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
株
式
会
社

　

TyssenK
rupp A

G

一
三
位
の
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
も
上
場
株
式
会
社
で
あ

る
が
、
同
族
比
率
は
二
七
・
九
〇
％
で
あ
り
、
ク
ル
ッ
プ
創
業
家

の
五
代
目
経
営
者
ア
ル
フ
リ
ー
ト
・
ク
ル
ッ
プ
（A

lfried 
K
rupp, 1907-1967

）
が
同
家
の
財
産
を
公
益
財
団
に
譲
渡
し
、

こ
れ
が
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
社
の
筆
頭
株
主
と
し
て
同
社
を

支
配
す
る
。
遺
言
に
よ
り
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
財
団
お
よ
び
事
業
会

社
に
お
け
る
同
族
の
関
与
を
禁
止
し
、
全
幅
の
信
頼
を
お
き
全
権

代
理
人
と
し
て
戦
後
の
同
社
復
興
に
貢
献
し
た
非
同
族
の
専
門
的

経
営
者
ベ
ア
ト
ル
ト
・
バ
イ
ツ
（B

erthold B
eitz, 1913

〜

2013

）
を
財
団
の
評
議
委
員
会
、
理
事
会
の
要
職
に
任
命
し
た
。

ア
ル
フ
リ
ー
ト
の
遺
言
に
よ
り
現
存
す
る
同
族
は
一
人
も
同
社
に

も
財
団
に
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
一
九
九
七
年
二
人
の
同
族

が
財
団
へ
の
参
加
を
要
求
し
、
バ
イ
ツ
を
法
的
に
訴
え
た
が
敗
訴

し
た
。
バ
イ
ツ
は
本
稿
校
正
中
九
九
歳
で
死
去
す
る
ま
で
ア
ル
フ

リ
ー
ト
の
如
く
隠
然
か
つ
強
大
な
権
限
を
発
揮
し
て
き
た
。
こ
の

た
め
彼
は
ド
イ
ツ
の
「
最
後
の
家
父
長
」（D

er letzte P
atriach

）

と
呼
ば
れ
る
。

し
か
し
同
社
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
で
の
投
資
の
失
敗
に
よ

人
の
後
裔
は
二
代
目
所
有
者
と
な
る
。

同
族
企
業
に
お
い
て
は
一
般
に
創
業
者
と
こ
れ
に
次
ぐ
諸
世
代

間
に
経
営
理
念
、
企
業
文
化
、
所
有
構
造
、
社
名
、
ロ
ゴ
、
事
業

分
野
な
ど
に
よ
り
明
確
な
一
貫
性
、
継
続
性
が
存
在
す
る
。
ま
た

創
業
者
に
よ
る
企
業
の
設
立
期
日
も
議
論
の
余
地
が
な
い
。
し
か

し
Ｂ
Ｍ
Ｗ
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
単
一
の
個
人
と
し
て
今
日
の

同
社
に
直
接
に
関
連
す
る
創
業
者
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
今
日

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
前
駆
企
業
を
設
立
し
た
企
業
家
が
二
人
い
る
。
一

人
は
四
工
程
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
発
明
者
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
オ
ッ

ト
ー
の
長
男
グ
ス
タ
フ
・
オ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。
他
の
一
人
は
自
動

車
エ
ン
ジ
ン
の
技
術
者
カ
ー
ル
・
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。
ラ
ッ
プ
は
技

術
者
と
し
て
は
失
敗
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
会
社
に
入
社
し
た
技

術
者
マ
ッ
ク
ス
・
フ
リ
ッ
ツ
の
設
計
に
よ
る
Ⅲ
ａ
お
よ
び
Ⅳ
型
航

空
機
エ
ン
ジ
ン
、
そ
し
て
Ｒ
三
二
型
水
平
対
向
エ
ン
ジ
ン
と
シ
ャ

フ
ト
駆
動
に
よ
る
バ
イ
ク
の
卓
越
し
た
性
能
と
生
産
実
績
が
今
日

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
の
技
術
水
準
の
原
型
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

グ
ス
タ
フ
と
ラ
ッ
プ
は
今
日
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
に
最
も
直
接
的
に
貢
献
し

た
創
業
者
で
あ
る
と
言
え
る
。

一
三
一



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
四
）

社
に
も
株
式
会
社
、
有
限
会
社
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て

は
論
考
の
対
象
と
し
な
い
。

社
団
は
株
式
・
株
式
合
資
会
社
、
有
限
会
社
、
欧
州
株
式
会
社

Ｓ
Ｅ
で
あ
り
、
こ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
出
資
者G

esellschafter

か
ら
独
立
し
た
法
人
で
あ
り
、
権
利
・
義
務
の
主
体
と
し
て
権
利

能
力
を
有
す
る
法
人
格
を
有
す
る
。
こ
の
種
の
会
社
は
「
資
本
会

社K
apitalgesellschaft

」
と
称
し
、
債
権
者
に
対
し
て
弁
済
責

任
を
負
う
財
産
は
会
社
財
産
の
み
に
限
定
さ
れ
、
出
資
者
は
そ
の

出
資
額
に
つ
い
て
の
み
弁
済
責
任
を
負
う
。

こ
れ
に
対
し
て
個
人
会
社
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
は
組
合
で

あ
り
、「
人
的
会
社P

ersonengesellschaft

」
と
称
し
、
法
人

格
を
有
せ
ず
、
個
々
の
出
資
者
が
権
利
・
義
務
の
主
体
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
組
合
の
債
務
に
つ
い
て
は
組
合
財
産
の
み
な
ら
ず
出

資
者
の
個
人
財
産
に
よ
り
債
務
者
に
対
す
る
弁
済
の
連
帯
責
任
を

負
う
。
人
的
会
社
の
第
一
の
利
点
は
法
人
で
は
な
い
の
で
法
人
税

が
か
か
ら
な
い
点
に
あ
る
。
第
二
に
年
次
報
告
書
の
開
示
お
よ
び

監
査
人
に
よ
る
監
査
の
法
的
義
務
は
な
い
。
第
三
に
人
的
会
社
の

無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
有
限
会
社
や
株
式
会
社
の
法
人
を
出
資

者
と
す
る
こ
と
に
よ
り
す
べ
て
の
出
資
者
の
財
産
責
任
が
有
限
化

さ
れ
、
個
人
財
産
に
よ
る
債
務
弁
済
リ
ス
ク
が
生
じ
な
い
点
に
あ

り
巨
額
の
損
失
を
被
り
、
業
績
は
低
迷
し
た
。
バ
イ
ツ
と
そ
の
配

下
の
ク
ロ
メ
監
査
役
会
会
長
は
次
第
に
株
主
と
マ
ス
コ
ミ
の
批
判

に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
11
）

。
二
〇
一
三
年
三
月
つ
い
に
ク
ロ

メ
の
退
任
が
会
社
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
バ
イ
ツ
が
そ
の
決
定
を

し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
チ
ュ
ッ
セ
ン
・
ク
ル
ッ
プ
に
は
実
質
的
創
業
者
で
あ
る

二
代
目
の
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ク
ル
ッ
プ
が
一
九
世
紀
に
成
し
遂
げ

た
世
界
的
鉄
鋼
企
業
の
輝
か
し
い
面
影
は
な
い
。
最
後
の
ク
ル
ッ

プ
家
の
五
代
目
所
有
者
ア
ル
フ
リ
ー
ト
は
あ
の
世
で
自
己
の
遺
言

の
結
末
を
ど
う
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
同
社
の
み
の
問
題
で

は
な
く
「
鉄
は
国
家
な
り
」
の
幻
想
に
囚
わ
れ
、
一
基
の
高
炉
を

も
建
設
し
た
こ
と
の
な
い
企
業
家
ラ
ク
シ
ュ
ミ
・
ミ
タ
ル
に
世
界

最
大
の
鉄
鋼
企
業
の
地
位
を
許
し
た
世
界
の
伝
統
的
鉄
鋼
産
業
の

問
題
で
も
あ
る
。

3
．
人
的
会
社
と
資
本
会
社

「
会
社
」
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
語
はG

esellschaft

で
あ
り
、

「
特
定
の
共
同
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
法
律
行
為
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
私
法
上
の
人
的
結
合
」
で
あ
る
。
会
社
に
は
法
人
格
を
有

す
る
社
団
と
こ
れ
を
有
し
な
い
組
合
が
含
ま
れ
る

（
12
）

。
公
法
上
の
会

一
三
二



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
五
）

る
（
後
述
「
混
合
形
態
」
参
照
）。

人
的
会
社
の
最
大
の
難
点
は
親
族
以
外
か
ら
出
資
者
を
得
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
資
本
の
充
実
は
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

銀
行
借
入
が
主
た
る
資
金
源
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
出
資
者

の
返
済
能
力
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
提
供
す
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
競
争
力
が
大
き
く
、
高
い
収
益
性
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
が
成
長
性
、
安
定
性
に
不
可
欠
と
な
る
。

4
．
法
形
態
：
基
本
形
態
と
混
合
形
態

ド
イ
ツ
企
業
の
法
形
態
は
基
本
形
態
と
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
生
じ
た
混
合
形
態
と
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

状
況
を
図
表
2
に
示
す
。

4
│

1　

基
本
形
態　

G
rundform

en

（
1
）
合
名
会
社

　
　

O
ff ene H

andelsgesellschaft

：
商
号
Ｏ
Ｈ
Ｇ

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
基
本
形
態
と
し
て
の
合
名
会
社

は
皆
無
で
あ
る
。
無
限
責
任
出
資
者
の
負
う
個
人
財
産
を
含
む
会

社
負
債
の
弁
済
義
務
は
そ
の
普
及
に
大
き
な
制
約
と
な
っ
て
き
た
。

今
日
そ
の
制
約
は
後
述
す
る
混
合
形
態
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
の

図表 2　ドイツの最大同族企業26社
法形態別分布　2010年

Monopolkommission, Hauptgutachten 2008-2010, 2012 pp.154-163より作成

一
三
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
六
）

必
要
と
す
る
。

定
款
に
よ
り
一
部
の
出
資
者
に
経
営
業
務
執
行
を
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
他
の
出
資
者
は
業
務
執
行
か
ら
は
排
除

さ
れ
、
こ
れ
ら
業
務
執
行
出
資
者
に
対
す
る
監
督
権
と
異
議
申
し

立
て
権
を
有
す
る
。

合
名
会
社
の
出
資
者
は
自
然
人
の
他
に
有
限
会
社
な
ど
の
資
本

会
社
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
後
述
す
る
よ
う
にA

ldi

社
の

よ
う
に
有
限
合
名
会
社
な
る
混
合
形
態G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
合
資
会
社　

K
om
m
anditgesellschaft

：
商
号
Ｋ
Ｇ

企
業
例
：D

r.A
ugust O

etker K
G

（
食
品
）

合
資
会
社
の
法
形
態
は
ド
イ
ツ
で
は
単
独
で
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
、
圧
倒
的
に
他
の
法
形
態
、
と
り
わ
け
有
限
会
社
と
の

結
合
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
単
独
で
合
資
会
社
が
利

用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
医
薬
品
の
メ
ル
ク
合
資
会
社E

. M
erck 

K
G

が
あ
る
。
こ
れ
は
一
三
〇
人
の
同
族
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
持

株
会
社
で
あ
り
、
後
述
す
る
メ
ル
ク
株
式
合
資
会
社M

erck 
K
G
aA

に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
法
形
態
の
最
大
の
欠
点
は
会
社
の
倒
産

で
合
名
会
社
の
意
義
は
消
滅
し
た
と
さ
れ
る

（
13
）

。
さ
ら
に
冒
頭
既
述

お
よ
び
後
述
の
「
企
業
家
会
社
」、
い
わ
ゆ
る
ミ
ニ
有
限
会
社

U
nternehm

ergesellschaft-U
G

の
実
現
に
よ
り
こ
の
古
典
的

形
態
は
衰
退
を
辿
る
と
予
想
さ
れ
る
。

今
日
合
名
会
社
は
そ
れ
自
体
と
し
て
で
は
な
く
、
有
限
会
社
と

の
混
合
形
態
と
し
て
存
続
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
一
〇
〇
社
中

三
〇
位
の
ド
イ
ツ
最
大
の
食
品
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
連
鎖
店
の
持
株

会
社
ア
ル
デ
ィA

ldi G
m
bH

 &
 C

o. O
H
G

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
混
合
形
態
の
項
で
後
述
す
る
。

年
次
報
告
書
の
開
示
お
よ
び
監
査
人
に
よ
る
監
査
の
法
的
義
務

は
な
い
。

合
名
会
社
は
最
も
初
期
的
な
企
業
形
態
で
あ
り
、
今
日
で
は
大

同
族
企
業
に
お
け
る
持
株
会
社
と
し
て
、
あ
る
い
は
小
規
模
の
同

族
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
後
述
の
メ
ル

ク
社
は
最
近
に
至
る
ま
で
合
名
会
社E

. M
erck O

H
G

を
構
成

し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
合
資
会
社E

. M
erck K

G

で
あ
る
。

ま
た
業
務
執
行
出
資
者
の
権
限
、
会
社
目
的
の
変
更
、
構
成
出

資
者
の
変
更
、
会
社
の
解
散
な
ど
定
款
変
更
を
要
す
る
事
項
は
出

資
者
全
員
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
新
規
出
資
者
の

参
加
、
持
分
の
他
の
出
資
者
へ
の
譲
渡
は
出
資
者
全
員
の
同
意
を

一
三
四



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
七
）

（
3
）
有
限
会
社

　
　

Gesellschaft m
it beschränkter H

aftung

：

　
　

商
号Gm

bH

企
業
例
：R

obert B
osch G

m
bH

（
自
動
車
部
品
他
）

ボ
ッ
シ
ュ
社
に
つ
い
て
は
既
述
し
た
が
、
最
大
一
〇
〇
社
中
に

同
社
の
他
に
創
業
者
が
一
〇
〇
％
所
有
す
る
第
四
五
位
の
医
療
事

業
のA

skelpios

社
の
二
社
が
あ
る
。
と
り
わ
け
ボ
ッ
シ
ュ
社
の

よ
う
に
世
界
的
に
知
名
度
の
高
い
企
業
は
有
限
会
社
の
社
会
的
威

信
を
日
本
よ
り
は
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
下
記
の
特

質
に
よ
り
中
小
規
模
の
会
社
に
好
適
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
進
出
し

て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
日
本
企
業
は
有
限
会
社
で
あ
る
。

し
か
し
最
大
一
〇
〇
社
中
二
社
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
が
示
す

よ
う
に
有
限
会
社
は
単
独
で
利
用
さ
れ
る
よ
り
は
合
資
会
社
と
の

混
合
形
態
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は

後
述
す
る
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

が
最
大
一
〇
〇
社

に
六
社
あ
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

有
限
会
社
の
特
質
は
以
下
に
要
約
さ
れ
る

（
14
）

：

①　

有
限
責
任
性

有
限
合
資
会
社
が
最
も
多
く
の
同
族
企
業
に
採
用
さ
れ
る
理
由

に
際
し
て
第
三
者
に
対
す
る
負
債
を
会
社
資
産
に
よ
り
完
済
で
き

な
い
場
合
、
無
限
責
任
出
資
者
に
個
人
財
産
に
よ
る
弁
済
義
務
が

生
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
純
粋
の
合
資
会
社
Ｋ
Ｇ
は
少
な

く
、
大
多
数
は
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め

に
有
限
会
社
や
株
式
会
社
を
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る
混
合
形
態

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

合
資
会
社
の
特
質
を
以
下
に
概
観
す
る
：

①　

二
種
の
出
資
者
：
無
限
責
任
出
資
者
（K
om

plem
entär

）

と
有
限
責
任
出
資
者
（K

om
m
anditist

）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

②　

無
限
責
任
社
員
に
よ
る
弁
済
義
務
：
会
社
の
負
債
が
完
済
さ

れ
な
い
場
合
は
無
限
責
任
出
資
者
が
個
人
財
産
に
よ
り
弁
済
す

る
。
有
限
責
任
出
資
者
の
責
任
は
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
に
よ
る
経
営
業
務
の
執
行
：
経
営
業
務
は

無
限
責
任
出
資
者
の
み
が
担
当
し
、
有
限
責
任
出
資
者
は
こ
れ

に
対
す
る
監
督
権
と
情
報
請
求
権
の
み
を
有
す
る
。

一
三
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
四
八
）

表
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
有
限
会
社
に

お
い
て
は
資
本
側
代
表
と
従
業
員
代
表
が
同
数
の
共
同
決
定
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ボ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に
巨
大
企
業
に

お
い
て
は
株
式
会
社
と
同
様
の
二
〇
人
の
監
査
役
会
と
共
同
決
定

法
の
適
用
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

（
4
）
株
式
合
資
会
社

　
　

K
om
m
anditgesellschaft auf A

ktien

：
商
号K

GaA

企
業
例
：M

erck K
G
aA

（
医
薬
品
）

株
式
合
資
会
社
は
合
資
会
社
が
進
化
し
た
形
態
で
あ
り
、
同
族

会
社
が
同
族
に
よ
る
支
配
と
経
営
を
維
持
し
つ
つ
、
持
分
の
一
部

を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
券
市
場
で
大
量
の
資
金
調
達
を
行

う
た
め
に
有
用
な
法
形
態
で
あ
る
。
こ
の
法
形
態
は
今
日
の
日
本

に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）
の
新

商
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
、
一
九
〇
八
年
明
治
鉱
業
、
一
九
一
〇
年

大
丸
呉
服
店
な
ど
が
導
入
し
た

（
15
）

。
し
か
し
そ
の
組
織
は
複
雑
で
理

解
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
採
用
企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
り

一
九
五
二
年
に
廃
止
さ
れ
た

（
16
）

。

こ
の
事
情
は
ド
イ
ツ
で
も
同
じ
と
思
わ
れ
、
株
式
合
資
会
社
は

極
め
て
少
数
で
あ
り
、「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
五
三
位
の
既
述
同

は
有
限
会
社
の
有
限
責
任
性
に
あ
る
。

②　

非
公
開
性

持
分
譲
渡
が
制
限
的
で
あ
り
、
譲
渡
は
公
正
証
書
を
必
要
と
し
、

あ
る
い
は
定
款
に
よ
り
こ
れ
の
禁
止
、
制
限
も
可
能
で
あ
る
。

③　

簡
易
性

設
立
、
運
営
に
関
す
る
手
続
き
、
要
件
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。

設
立
時
資
本
金
は
四
分
の
一
以
上
、
か
つ
一
二
、五
〇
〇
ユ
ー
ロ

以
上
の
払
込
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
株
式
会
社
の
場
合
の
半
額

で
あ
る
。
ま
た
一
人
で
も
設
立
可
能
で
あ
る
。

④　

汎
用
性

適
法
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
で
も
設
立
可
能
で

あ
る
。
営
利
目
的
は
も
ち
ろ
ん
公
益
目
的
の
財
団
法
人
、
公
共
的

目
的
の
組
織
、
公
共
機
関
で
も
設
立
可
能
で
あ
る
。
ボ
ッ
シ
ュ
の

公
益
財
団
が
有
限
会
社
で
あ
る
一
因
は
こ
れ
に
あ
る
。

⑤　

監
査
役
会
・
共
同
決
定
の
適
用
除
外

従
業
員
数
が
五
〇
〇
人
以
下
の
有
限
会
社
に
お
い
て
は
監
査
役

会
設
置
と
同
機
関
に
お
け
る
共
同
決
定
の
導
入
義
務
が
な
い
。
た

だ
し
五
〇
一
人
以
上
二
、〇
〇
〇
人
ま
で
の
従
業
員
数
を
雇
用
す

る
有
限
会
社
に
お
い
て
は
最
低
三
名
か
ら
構
成
さ
れ
る
監
査
役
会

を
設
置
す
る
義
務
が
生
じ
、
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
は
従
業
員
代

一
三
六



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
四
九
）

が
適
用
さ
れ
る
。
年
次
報
告
書
お
よ
び
状
況
報
告
書
の
開
示
義
務
、

監
査
義
務
に
関
し
て
は
貸
借
対
照
表
、
売
上
高
、
従
業
員
数
に
よ

り
株
式
合
資
会
社
の
特
質
は
以
下
に
要
約
で
き
る
：

①　

無
限
責
任
出
資
者
と
有
限
責
任
出
資
者
（
第
三
者
非
同
族
株

主
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

②　

会
社
の
負
債
が
完
済
さ
れ
な
い
場
合
は
無
限
責
任
出
資
者
が

個
人
財
産
に
よ
り
弁
済
す
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
の
み
が
業
務
執
行
権
と
会
社
の
代
表
権
を

有
す
る
。

④　

業
務
執
行
責
任
者
は
監
査
役
会
に
よ
る
重
要
な
決
定
に
関
し

て
は
承
認
権
な
い
し
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
。

⑤　

株
主
の
責
任
は
出
資
額
に
限
定
さ
れ
る
。

⑥　

株
主
は
株
主
総
会
に
お
い
て
監
査
役
会
役
員
を
選
任
す
る
。

⑦　

業
務
執
行
責
任
者
に
対
す
る
監
査
役
会
の
監
督
は
情
報
権
と

監
査
権
に
限
定
さ
れ
る
。

⑧　

既
述
の
有
限
会
社
と
同
様
の
監
査
役
会
と
共
同
決
定
の
義
務

を
負
う
。

そ
の
利
点
は
以
下
で
あ
る

（
17
）

：

族
企
業
メ
ル
ク
株
式
合
資
会
社M

erck K
G
aA

一
社
の
み
で
あ

る
。
同
社
の
起
原
は
一
六
六
八
年
に
Ｆ
．Ｊ
．
メ
ル
ク
に
よ
る
薬

局
の
買
収
で
あ
る
。
三
〇
〇
年
以
上
の
伝
統
を
有
す
る
ド
イ
ツ
屈

指
の
医
薬
品
企
業
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
会
社
に
よ
れ
ば
世
界
最

古
の
医
薬
品
企
業
と
さ
れ
る
。
一
八
二
七
年
薬
局
か
ら
製
薬
企
業

へ
と
川
上
垂
直
統
合
を
実
現
し
た
の
は
創
業
者
と
さ
れ
る
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
メ
ル
ク
（E

m
anuel M

erck

）
で
あ
る
。
エ
マ
ヌ
エ
ル
は

阿
片
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
（
麻
酔
・
鎮
痛
作
用
を
有
す
る
植
物
成

分
）
の
特
性
を
利
用
し
、
鎮
痛
剤
モ
ル
ヒ
ネ
の
生
産
に
成
功
し
た
。

株
式
合
資
会
社
は
メ
ル
ク
社
の
よ
う
に
伝
統
と
潤
沢
な
内
部
留

保
を
保
有
し
、
同
族
持
分
所
有
者
が
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者

と
し
て
債
務
返
済
リ
ス
ク
に
耐
え
得
る
企
業
の
み
が
選
択
で
き
る

法
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
族
の
信
用
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
高

い
社
会
的
地
位
を
象
徴
し
た
。
こ
の
た
め
こ
の
法
形
態
を
採
用
し

た
企
業
は
少
数
で
長
年
の
社
歴
と
高
い
知
名
度
を
有
す
る
メ
ル
ク
、

ヘ
ン
ケ
ル
な
ど
に
限
ら
れ
た
。

株
式
合
資
会
社
は
合
資
会
社
と
株
式
会
社
の
両
面
の
性
格
を
有

す
る
が
、
法
的
に
は
資
本
会
社
で
あ
り
、
株
式
法
と
そ
の
一
部
を

な
す
株
式
合
資
会
社
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
株
式
会
社
と
同
一
の
開
示
義
務
、
監
査
義
務
、
共
同
決
定
制
度

一
三
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
〇
）

（
5
）
株
式
会
社　

A
ktiengesellschaft

：
商
号
Ａ
Ｇ

企
業
例
：V

olksw
agen A

G

、B
M

W
 A

G

な
ど

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
株
式
会
社
の
形
態
を
有
す
る
同
族
企
業

は
一
一
社
あ
り
、
同
族
企
業
と
し
て
は
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、

B
M

W

、
シ
ー
メ
ン
ス
な
ど
の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
大
企
業
が
存

在
す
る
。
世
界
的
メ
デ
ィ
ア
企
業
のB

ertelsm
ann

社
も

二
〇
一
二
年
ま
で
は
非
公
開
の
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
株
式

会
社
の
総
数
が
一
六
、七
〇
五
社
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
証
券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
会
社
は

一
、〇
二
三
社
に
過
ぎ
な
い
。

（
6
）
欧
州
株
式
会
社　

Societas Europae

：
商
号
Ｓ
Ｅ（18）

企
業
例
：A

llianz S
E

（
保
険
）、B

A
S
F
 S

E

（
化
学
）
な
ど

欧
州
株
式
会
社
（
Ｓ
Ｅ
）
と
は
欧
州
株
式
会
社
ま
た
は
欧
州
株

式
会
社
法
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のS

ocietas E
uropaea

（
ソ

キ
エ
タ
ス
・
エ
ウ
ロ
ペ
ア
）
の
略
記
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
を
構
成
す
る
二
七
加
盟
国
に
共
通
す
る
超
国
家
的
会
社
お
よ

び
会
社
法
で
あ
る
。
こ
の
株
式
会
社
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
Ｓ
Ｅ
の
訳
語
と
し
て
は
「
欧
州
公
開
株
式
会
社
」
が

内
容
を
的
確
だ
が
語
数
が
多
い
の
で
本
稿
で
は
Ｓ
Ｅ
と
表
記
す
る
。

①　

株
式
会
社
を
別
に
す
れ
ば
株
式
合
資
会
社
は
同
族
企
業
に
よ

る
証
券
市
場
で
の
資
金
調
達
を
可
能
に
す
る
唯
一
の
法
形
態
で

あ
る
。

②　

証
券
市
場
で
資
金
調
達
し
た
結
果
、
非
同
族
第
三
者
で
あ
る

一
般
株
主
の
所
有
比
率
が
た
と
え
九
〇
％
に
達
し
た
場
合
で
も

無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
同
族
が
最
高
経
営
責
任
者
と
し
て
意

思
決
定
と
そ
の
実
施
を
行
う
権
利
を
確
保
で
き
る
。

③　

無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
の
同
族
に
よ
る
株
式
合
資
会
社
の

持
分
に
対
す
る
相
続
税
は
人
的
会
社
に
対
す
る
持
分
と
同
一
で

あ
り
、
最
も
低
率
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
節
税

額
は
会
社
へ
投
資
可
能
と
な
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
利
点
の
代
償
と
し
て
自
然
人
と
し
て
の
無
限
責

任
出
資
者
に
よ
る
会
社
債
務
に
対
す
る
個
人
財
産
を
も
含
む
弁
済

責
任
を
負
う
。
こ
の
た
め
株
式
合
資
会
社
の
普
及
は
遅
れ
た
。
こ

の
問
題
は
既
述
の
合
資
会
社
に
つ
い
て
記
述
し
た
よ
う
に
無
限
責

任
出
資
者
に
有
限
会
社
ま
た
は
株
式
会
社
を
選
任
す
る
こ
と
に
よ

り
実
質
的
に
は
有
限
化
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
混
合
形
態
の

一
つ
で
あ
る
有
限
株
式
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

に
お

い
て
後
述
す
る
。

一
三
八



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
一
）

⑴　

Ｓ
Ｅ
の
利
点

Ｓ
Ｅ
創
設
の
目
的
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
単
一
、
同
一
の
公

開
株
式
会
社
法
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
行
政
手
続
、
設
立
、
運

営
、
経
営
組
織
、
情
報
開
示
、
本
社
移
転
な
ど
に
伴
う
法
務
そ
の

他
の
費
用
お
よ
び
時
間
を
大
幅
に
削
減
し
、
そ
の
国
際
的
競
争
力

を
向
上
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
利
点
を
指
摘
で

き
よ
う
：

①　

Ｅ
Ｕ
各
国
所
在
の
全
Ｓ
Ｅ
会
社
の
一
元
的
管
理
が
可
能
。

②　

採
用
は
企
業
の
任
意
制
、
加
盟
国
の
既
存
会
社
法
と
併
存
。

③　

本
社
の
加
盟
国
間
の
移
転
が
容
易
か
つ
低
費
用
。

④　

加
盟
国
に
お
け
る
子
会
社
設
立
費
用
が
不
要
。

⑤　

加
盟
国
間
の
企
業
合
併
が
容
易
。

⑥　

共
同
決
定
の
任
意
制
導
入
に
よ
る
柔
軟
性
向
上
。

⑦　

単
層
型
、
二
層
型
取
締
役
会
の
選
択
制
に
よ
る
柔
軟
性
向
上
。

⑧　

こ
れ
に
よ
る
企
業
統
治
費
用
の
低
減
。

⑨　

こ
れ
に
よ
る
経
営
意
思
決
定
の
迅
速
化
。

⑩　

進
出
先
加
盟
国
の
従
業
員
の
経
営
参
加
可
能
。

こ
れ
ら
の
利
点
と
し
て
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
日
本
な
ど

「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
占
め
る
Ｓ
Ｅ
は
二
〇
〇
八
年
四
社
で
あ
っ

た
が
二
〇
一
〇
年
に
は
二
社
増
加
し
六
社
と
な
り
今
後
も
ド
イ
ツ

に
お
け
る
普
及
度
は
加
速
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
一
環
と
し
て
ま
ず
Ｅ
Ｕ
二
七
加
盟
国
へ
の
進
出
を
意
図

す
る
企
業
に
好
適
の
法
形
態
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
同
族
企
業
と
し
て
は
こ
の

法
形
態
を
採
用
し
て
い
た
企
業
は
三
一
位
のF

resenius S
E
 &

 
C
o. K

G
aA

の
み
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
位
の

B
ertelsm

ann

社
が
非
公
開
株
式
会
社
か
らS
E
 &

 C
o. K

G
aA

に
移
行
し
た
。
両
社
と
も
に
高
収
益
、
高
成
長
を
続
け
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
企
業
の
買
収
な
ど
国
際
的
活
動
に
成
功
を
収
め
て
い
る

企
業
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
種
の
同
族
企
業
に
よ
る
Ｓ
Ｅ
へ
改
組

が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
公
開
会
社
の
Ｓ
Ｅ
は
九
位
の
化
学
製
品

企
業
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、
三
四
位
の
保
険
会
社A

llianz

、
三
七
位
産
業

機
械
の
Ｍ
Ａ
Ｎ
社
、
五
一
位
建
設
業B

ilginger B
erger

、
九
七

位
医
療
機
器
認
証
、
防
爆
安
全
認
証
事
業
の
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｒ
Ａ
社
が
あ

る
。

一
三
九
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（
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二
）

よ
り
策
定
さ
れ
た
欧
州
株
式
会
社
法
の
最
初
の
草
案
に
よ
り
始
ま

る
。
七
〇
年
欧
州
委
員
会
は
こ
の
草
案
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
正

式
の
規
則
草
案
と
し
て
採
択
し
、
欧
州
議
会
と
経
済
社
会
委
員
会

へ
検
討
の
た
め
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
八
四
条
に
わ
た
り
欧

州
株
式
会
社
、
共
同
決
定
と
事
業
所
協
議
会
を
も
規
定
し
た
。

七
五
年
こ
れ
ら
機
関
の
意
見
に
基
づ
き
欧
州
委
員
会
は
さ
ら
に
詳

細
な
四
〇
〇
条
に
達
す
る
草
案
を
策
定
し
、
閣
僚
理
事
会
に
提
案

し
た
。
し
か
し
同
理
事
会
は
企
業
統
治
、
税
制
、
共
同
決
定
な
ど

に
共
感
を
示
さ
ず
、
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め

八
二
年
に
は
審
議
が
中
止
さ
れ
た
。

そ
の
最
大
の
原
因
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
共
同
決
定
の
導
入
へ
の
執

着
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
最

も
共
同
決
定
の
歴
史
が
古
く
、
最
も
広
範
か
つ
高
度
の
決
定
権
が

労
働
者
代
表
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
制
度
の
維

持
は
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
の
で
、
ド
イ
ツ
と
し
て
は
競
争
力

に
お
い
て
不
利
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
他
の
加
盟
国
も
ド

イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
要
求
し
た
た
め
で
あ

る
。そ

の
後
も
審
議
再
開
、
挫
折
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
ニ
ー
ス
に
お

け
る
Ｅ
Ｕ
サ
ミ
ッ
ト
会
談
に
お
い
て
よ
う
や
く
合
意
が
成
立
し
た
。

非
加
盟
国
の
企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑵　

設
立
要
件

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
会
社
が
設
立
登
記
さ
れ
て
い
て
、
本
社
機
能
が

存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
の
設
立
要
件
は
最
低
資
本

金
二
万
ユ
ー
ロ
で
、
社
名
の
前
後
い
ず
れ
か
に
Ｓ
Ｅ
を
付
加
す
る
。

Ｓ
Ｅ
は
以
下
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
：

①　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
の
合
併
に
よ
り
設
立
。

②　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
の
持
株
会
社
に
よ
る
設
立
。

③　

異
な
る
加
盟
国
の
複
数
会
社
に
よ
る
共
同
子
会
社
に
よ
る
設

立
。

④　

本
社
所
在
国
以
外
の
加
盟
国
に
二
年
以
上
子
会
社
を
有
す
る

会
社
の
改
組
。

⑶　

Ｓ
Ｅ
創
設
の
経
緯

Ｓ
Ｅ
の
立
法
化
は
三
〇
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
審
議
、
交
渉

を
経
て
二
〇
〇
〇
年
に
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
そ
の
過
程
は

一
九
六
六
年
欧
州
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
大
学
サ
ン
ダ
ー
ス
教
授
を
委
員
長
と
す
る
専
門
家
委
員
会
に

一
四
〇



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
三
）

（
憲
法
）
は
戦
後
一
九
四
九
年
制
定
以
来
既
に
五
九
回
変
更
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
一
回
は
変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
て
い
る
。

以
下
に
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
混
合
形
態
を
図
式
化
す
る
：

（
1
）
合
名
会
社
の
混
合
形
態　

　
　

│
有
限
合
名
会
社
：
商
号Gm

bH
 &
 Co. O

H
G

企
業
例
：A

ldi G
m
bH

 &
 C

o. O
H
G

（
食
品
連
鎖
店
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
無
限
責
任
出
資
者
＝
合
名
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

plem
entäre

＝
Ｏ
Ｈ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
無
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
合
名
会
社G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

ド
イ
ツ
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
基
本
形
態
と
し
て
の
単
体
の
合

名
会
社
Ｏ
Ｈ
Ｇ
は
皆
無
で
あ
る
。
し
か
し
「
最
大
一
〇
〇
社
」
中

有
限
会
社
と
の
混
合
形
態
と
し
て
唯
一
の
事
例
が
三
〇
位
の
ド
イ

ツ
最
大
の
食
品
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
連
鎖
店
の
持
株
会
社
ア
ル
デ
ィ

A
ldi G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G

で
あ
る
。
こ
れ
は
合
名
会
社
の
一
部

直
ち
に
同
年
二
月
一
日
付
の
修
正
欧
州
株
式
会
社
法
が
策
定
さ
れ
、

〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
Ｅ
Ｕ
理
事
会
が
「
Ｓ
Ｅ
会
社
法
規
則
」

E
C
 R

egulation 2157/2001 

お
よ
び
共
同
決
定
に
関
す
る

「
Ｓ
Ｅ
経
営
参
加
指
令
」E

C
 D

irective 2001/86 

を
採
択
し
、

〇
四
年
に
実
施
さ
れ
た
。

欧
州
株
式
会
社
は
ド
イ
ツ
の
既
存
の
会
社
法
形
態
と
競
争
関
係

に
あ
り
、
ド
イ
ツ
固
有
の
共
同
決
定
の
弱
体
化
を
招
く
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
別
項
に
て
後
述
す
る
。

4
│

2　

混
合
形
態　

M
ischform

en

合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任

出
資
者
が
有
限
会
社
、
株
式
会
社
、
欧
州
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
、
公
益

ま
た
は
私
益
財
団
で
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
合
名
会
社
、
合
資

会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
を
混
合
形
態
と
称
す
る
。
本
来
無
限

責
任
を
負
う
べ
き
無
限
責
任
出
資
者
が
有
限
責
任
出
資
者
と
し
て

の
法
人
に
よ
り
有
限
責
任
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
大
学
の
授

業
で
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者
の
存
在
を
固
く
信
じ

て
い
た
者
に
は
大
き
な
文
化
衝
撃
で
あ
る
。
こ
の
本
質
的
な
矛
盾

が
合
法
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
の
法
形
態
の
現
実
的
、
実

践
的
、
柔
軟
な
基
本
的
性
格
と
言
え
よ
う
。
ド
イ
ツ
の
基
本
法

一
四
一
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図表 3　法形態別会社数
2012年1月1日

Gesellschaftsrecht, 2013, pp.IX-XII. 原資料：Kornblum, GmbH-Rundschau, 2012
混合形態 AG & Co.KG などがどのように算入されているかは不明。

図表 4　ドイツ企業の混合法形態

Ａ：基本形態。
Ｂ： 混合形態において無限責任出資者が有限責任出資者として利用される場合の

法形態。
本文参照。筆者作成。
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ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
五
）

会
社
で
あ
る
小
売
店
へ
の
供
給
、
こ
れ
ら
の
管
理
と
支
援
で
あ
る
。

同
社
は
回
転
率
の
高
い
商
品
の
み
を
対
象
に
そ
の
品
揃
え
幅
と

深
さ
を
極
力
絞
り
込
み
、
こ
れ
ら
を
大
量
に
仕
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
他
店
の
追
従
を
許
さ
な
い
低
価
格
戦
略
に
よ
り
成
功
し
た
。
社

名
のA

ldi

は
兄
弟
の
姓A

lbrecht

とD
iskont

に
よ
り
作
ら
れ

た
。
持
株
会
社
は
こ
れ
ら
二
社
へ
の
商
品
仕
入
れ
と
不
動
産
管
理

を
統
合
・
管
理
す
る
。
二
人
と
も
ド
イ
ツ
の
最
も
裕
福
な
企
業
家

と
し
て
最
上
位
を
占
め
る
。

（
2
）
合
資
会
社
の
混
合
形
態

こ
の
混
合
形
態
に
は
四
種
あ
り
、
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
会

社
、
株
式
会
社
、
Ｓ
Ｅ
、
財
団
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
置
き
換
え
る

こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
。

（
2
│

1
）
有
限
合
資
会
社
：
商
号G

m
bH

 &
 C

o. K
G

企
業
例
：IN

A
 H

olding G
m
bH

 &
 C

o. K
G

（
ベ
ア
リ
ン
グ
、

部
品
）
こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

の
出
資
者
が
自
然
人
で
は
な
くG

m
bH

す
な
わ
ち
有
限
責
任
出
資

者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
自
然
人
の
み
な
ら
ず
有
限

責
任
出
資
者
と
し
て
法
人
も
出
資
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
合

名
会
社
と
株
式
会
社
な
ど
の
有
限
会
社
と
の
混
合
形
態
が
生
じ
る
。

こ
の
点
で
は
合
資
会
社
は
有
限
会
社
や
株
式
会
社
と
変
わ
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
有
限
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
場
合
、

商
号
は
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 

＆ C
o. K

G

と
な
る
。
こ
れ
ら

の
有
限
会
社
に
対
し
て
は
有
限
会
社
法
が
適
用
さ
れ
る
。
有
限
合

資
会
社
の
従
業
員
が
二
、〇
〇
一
人
以
上
の
場
合
に
は
監
査
役
会

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
ま
た
一
九
七
六
年
共
同
決
定
法
が
適

用
さ
れ
る
。
業
務
執
行
と
会
社
の
代
表
は
無
限
責
任
出
資
者
と
し

て
の
有
限
会
社
が
そ
の
最
高
経
営
責
任
者
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

A
ldi

社
は
第
二
次
大
戦
後
母
親
が
エ
ッ
セ
ン
で
経
営
し
て
い

た
食
品
店
を
兄
の
カ
ー
ル
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（1920-
）
と
弟
の

テ
オ
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
（1922-2010

）
が
承
継
し
て
発
展
し
た
。

一
九
六
〇
年
兄
弟
は
ド
イ
ツ
を
南
北
の
市
場
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ

れ
をA

ldi E
inkauf G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G
 N

ord

とA
ldi 

E
inkauf G

m
bH

 &
 C

o. O
H
G
 S

üd

の
社
名
に
よ
り
個
別
の
合

名
会
社
の
も
と
で
支
配
す
る
。
こ
れ
ら
の
設
立
目
的
は
商
業
登
記

簿
に
よ
れ
ば
商
品
の
集
中
仕
入
と
傘
下
の
法
的
に
独
立
し
た
事
業

一
四
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
六
）

そ
の
最
大
の
理
由
は
無
限
責
任
出
資
者
の
負
う
リ
ス
ク
が
大
き
い

た
め
で
あ
る
。

こ
の
混
合
形
態
は
一
九
八
〇
年
の
ド
イ
ツ
商
法
典
改
正
に
よ
り

初
め
て
法
律
上
認
め
ら
れ
た

（
20
）

。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
判
例
に
よ
り

有
限
合
資
会
社
は
適
法
と
さ
れ
て
い
た
。
資
本
会
社
が
合
資
会
社

の
無
限
責
任
出
資
者
と
な
る
法
形
態
は
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を

有
し
、
一
八
六
一
年
の
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
成
立
以
前
の
ゲ
ル
マ

ン
法
の
下
で
も
可
能
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
二
年
バ
イ
エ
ル
ン

最
高
裁
が
初
め
て
こ
れ
を
認
め
る
判
決
を
下
し
て
か
ら
、

一
九
一
八
年
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
二
二
年
の
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決

に
よ
り
有
限
合
資
会
社
は
ド
イ
ツ
全
土
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
有
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
有
限
会
社
が
合
資
会
社
の
無

限
責
任
出
資
者
と
す
る
奇
妙
な
矛
盾
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
批
判
と

議
論
の
的
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
紆
余
曲
折
を
経
て
一
九
八
〇
年

七
月
四
日
の
法
改
正
に
よ
り
歴
史
上
初
め
て
有
限
合
資
会
社
に
法

的
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
評
価
は
結
論
に
述
べ
る
。

（
2
│

2
）
株
式
・
合
資
会
社

（
21
）

：
商
号A

G
 &

 C
o. K

G
企
業
例
：B

oehringer Ingelheim
 P

harm
a A

G
 &

 C
o. K

G

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

有
限
会
社
と
合
資
会
社
の
結
合
し
た
こ
の
型
の
混
合
形
態
は
次

の（
3
）株
式
合
資
会
社
の
混
合
形
態
と
共
に
今
日
ド
イ
ツ
の
中
小

企
業
か
ら
大
企
業
に
至
る
最
も
多
数
の
同
族
企
業
に
よ
り
採
用
さ

れ
て
い
る
。「
最
大
一
〇
〇
社
」
中
四
社
上
記
Ｉ
Ｎ
Ａ
社
の
他
に

O
tto, W

ürth, M
iele

が
こ
の
形
態
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ブ
レ

ン
ツ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
Ｗ
Ｈ
Ｕ
に
お
け
る
同
族
企
業
研
究

機
関
で
あ
るIN

T
E
S

│A
kadem

ie für F
am

ilienunternehm
en

と
の
協
力
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
模
範
的
老
舗
・
新
興
同

族
企
業
と
さ
れ
る
一
一
一
社
の
名
鑑
に
よ
れ
ば
そ
の
四
八
社
、

四
三
％
がG

m
bH

 &
 C

o. K
G

で
あ
る
。
こ
の
一
一
一
社
に
は

「
最
大
一
〇
〇
社
」
のB

ertelsm
ann, B

oehlinger, H
enkel, 

IN
A
, M

iele, O
etker, O

tto, V
oit

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る

（
19
）

。

無
限
責
任
出
資
者
が
一
人
も
居
な
い
こ
の
法
形
態
が
九
〇
年
代

後
半
か
ら
急
増
し
た
の
に
対
し
て
古
典
的
な
無
限
責
任
出
資
者
が

自
然
人
で
あ
る
Ｏ
Ｈ
Ｇ
お
よ
び
旧
来
の
Ｋ
Ｇ
合
資
会
社
は
少
な
い
。

一
四
四



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
七
）

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

Ｓ
Ｅ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
Ｓ
Ｅ
・
合
資
会
社S

E
 &

 C
o. K

G

無
限
責
任
出
資
者
が
欧
州
公
開
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ
に
よ
り
代
替
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
の
リ
ス
ク
は
消
滅

す
る
。

（
2
│

4
）
財
団
・
合
資
会
社
：
商
号S

tiftung &
 C

o. K
G

企
業
例
：L

idl S
tiftung &

 C
o. K

G

（
小
売
流
通
連
鎖
店
）、

F
reudenberg S

tiftung &
 C

o. K
G

（
綜
合
部
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

財
団S

tiftung

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
財
団
・
合
資
会
社S

tiftung &
 C

o. K
G

上
記
と
同
様
に
公
益
財
団
ま
た
私
益
財
団
を
無
限
責
任
出
資
者

（
医
薬
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft

、
Ｋ
Ｇ

　
　

←
有
限
化

株
式
会
社
Ａ
Ｇ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
・
合
資
会
社A

G
 &

 C
o. K

G

上
述
の
有
限
合
資
会
社
の
一
変
形
で
あ
り
、
有
限
会
社
の
代
わ

り
に
株
式
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
と
な
る
。
そ
の
他
は
上
記
有

限
合
資
会
社
と
同
一
で
あ
る
。
こ
の
形
態
の
原
型
は
有
限
会
社
が

無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
形
態
は
資
本
会
社
・
株
式
合

資
会
社K

apitalgesellschaft &
 C

o. K
G
aA

と
総
称
さ
れ
る
。

（
2
│

3
）
Ｓ
Ｅ
合
資
会
社
：
商
号S

E
 &

 C
o. K

G

企
業
例
：W
IK

A
 S

E
 &

 C
o. K

G

（
圧
力
・
温
度
の
計
器
製

造
企
業
、
非
「
最
大
一
〇
〇
社
」）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

一
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
五
八
）

②　

共
同
決
定
は
事
業
会
社
に
限
定

③　

同
族
出
資
者
の
限
定
責
任

④　

企
業
の
継
続
性

⑤　

同
族
支
配
と
経
営
と
の
分
離

⑥　

最
小
限
の
開
示
義
務

（
3
）
株
式
合
資
会
社
の
混
合
形
態

こ
れ
は
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
会
社
、
株

式
会
社
、
Ｓ
Ｅ
、
財
団
の
四
種
の
会
社
に
よ
り
置
き
換
え
る
こ
と

に
よ
り
、
全
出
資
者
を
有
限
化
し
た
法
形
態
で
あ
る
。

（
3
│

1
）
有
限
株
式
合
資
会
社
：
商
号G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

企
業
例
：M

erz G
m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

（
中
枢
神
経
疾
病
用

医
薬
品
、
非
「
最
大
一
〇
〇
社
」）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

有
限
会
社G

m
bH

＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
有
限
・
株
式
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
す
る
こ
と
に
よ
り
自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
に
よ
る
弁
済
リ

ス
ク
が
解
消
さ
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
ド
イ
ツ
で
は
同
族
企
業
を
中
心
と
す
る
財
団

の
設
立
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
目
的
は
以
下
に
要
約
で
き
よ

う
：

①　

企
業
の
永
続
性
確
保　

│
設
立
者
の
遺
言
執
行
人

●　

後
継
者
問
題
の
解
決

●　

同
族
間
対
立
の
排
除

●　

同
族
の
利
己
的
目
的
に
よ
る
企
業
消
滅
の
防
止

●　

敵
対
的
企
業
買
収
の
阻
止

●　

伝
統
的
企
業
文
化
の
永
続
化

②　

持
株
会
社
と
し
て
企
業
集
団
の
企
業
統
治

③　

節
税　

│
相
続
税
、
財
産
税
、
所
得
税

④　

創
業
者
・
同
族
の
記
念
碑

そ
の
他
こ
の
法
形
態
を
採
用
し
て
い
る
企
業
の
同
族
最
高
経
営

責
任
者
に
よ
れ
ば
以
下
の
利
点
が
あ
る
と
さ
れ
る

（
22
）

：

①　

共
同
決
定
法
の
非
適
用

一
四
六



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
五
九
）

で
最
も
著
名
な
商
品
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
糊P

ritt

で
あ
り
、
ド
イ
ツ

で
は
合
成
洗
剤P

ersil

で
あ
る
。

そ
の
他
透
析
機
器
の
大
手
企
業
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
社
の
中
核
企
業

フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
アF

resenius M
edical C

are 
A
G
 &

 C
o. K

G
aA

、
麻
酔
集
中
管
理
装
置
、
集
中
治
療
用
人
工

呼
吸
器
な
ど
医
療
機
器
の
ド
レ
ー
ガ
ー
社D

rägerw
erk A

G
 &

 
C
o. K

G
aA

が
あ
る
。
三
社
い
ず
れ
も
日
本
に
進
出
し
て
い
る
。

（
3
│

3
）
Ｓ
Ｅ
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号S

E
 &

 C
o. K

G
aA

企
業
例
：B

ertellsm
ann S

E
 &

 C
o. K

G
aA

、F
resenius S

E
 

&
 C

o. K
G
aA

な
ど

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

Ｓ
Ｅ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
Ｓ
Ｅ
・
株
式
合
資
会
社S

E
 &

 C
o. K

G
aA

Ｓ
Ｅ
は
公
開
株
式
会
社
で
あ
る
の
で
株
式
会
社
と
同
格
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
社
の
事
業
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
公
益
財
団
に
よ
り
支
配
さ

（
3
│

2
）
株
式
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号A

G
 &

 C
o. K

G
aA

企
業
例
：H

enkel A
G
 &

 C
o. K

G
aA

（
日
用
品
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

株
式
会
社
Ａ
Ｇ
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
・
株
式
合
資
会
社A

G
 &

 C
o. K

G
aA

こ
の
形
態
の
採
用
企
業
も
上
記
と
同
じ
理
由
で
少
な
い
。
上
記

の
有
限
・
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る
有
限
会
社
の
代
わ
り
に
株
式

会
社
に
よ
り
無
限
責
任
出
資
者
を
有
限
化
し
た
形
態
で
あ
る
。
株

式
・
株
式
合
資
会
社
は
上
記
のG

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
共
に

一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
付
け
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
り
合
法
と

さ
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
法
形
態
で
あ
る
。

著
名
な
企
業
と
し
て
洗
剤
・
練
歯
磨
き
・
洗
髪
用
品
、
工
業
用

接
着
剤
な
ど
の
「
最
大
一
〇
〇
社
」
の
大
手
企
業
で
あ
る

H
enkel A

G
 &

 C
o. K

G
aA

が
あ
る
。
同
族
所
有
比
率
は
五
三
％

で
あ
り
、
ヘ
ン
ケ
ル
家
の
代
表H

ans-O
laf H

enkel

が
ド
イ
ツ

産
業
連
盟
Ｂ
Ｄ
Ｉ
の
会
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。
同
社
の
日
本

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
三
年
九
月
）

（
四
六
〇
）

5
．
ド
イ
ツ
の
会
社
法
形
態
の
進
化
過
程

5
│

1　

自
然
人
の
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限
責
任
化
」

こ
れ
ま
で
の
論
述
で
明
ら
か
な
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
社

の
法
形
態
の
進
化
は
合
資
会
社
お
よ
び
株
式
合
資
会
社
に
お
け
る

無
限
責
任
出
資
者
を
資
本
会
社
に
よ
り
「
有
限
責
任
化
」
す
る
こ

と
に
よ
り
自
然
人
に
よ
る
個
人
財
産
を
含
む
弁
済
責
任
の
軽
減
化

に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
企
業
家
に
と
り
無
限
責
任
の
規
定
が
い

か
に
大
き
な
心
理
的
負
担
で
あ
っ
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
こ
れ
ら
二
つ
の
基
本
形
態
は
実
質
的
に
無
限
責
任
出
資
者
の

存
在
し
な
い
混
合
形
態
に
変
質
し
た
と
言
え
よ
う
。

5
│

2　

企
業
家
に
よ
る
法
形
態
の
進
化

法
形
態
の
進
化
は
法
学
者
の
議
論
で
は
な
く
、
企
業
家
の
革
新

的
実
践
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
今
日
ド
イ
ツ
で
最

も
多
く
利
用
さ
れ
る
合
資
会
社
の
混
合
形
態
は
有
限
合
資
会
社

G
m
bH

 &
 C

o. K
G

で
あ
る
。
こ
の
法
形
態
は
合
資
会
社
の
無
限

責
任
出
資
者
を
有
限
会
社
に
よ
り
置
き
換
え
、
自
然
人
に
よ
る
個

人
財
産
を
含
む
債
務
弁
済
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

こ
の
論
理
的
矛
盾
は
当
然
な
が
ら
法
学
者
の
間
で
賛
否
両
論
を
引

れ
て
い
る
の
で
、
財
団
合
資
会
社
の
性
格
を
も
有
す
る
。

（
3
│

4
）
財
団
・
株
式
合
資
会
社
：
商
号S

tiftung &
 C

o. 
K
G
aA

企
業
例
：F

resenius S
E
 &

 C
o. K

G
aA

（E
lse K

röner-
F
resenius-S

tiftung
が
二
七
％
所
有
、
筆
頭
株
主
）

こ
の
混
合
形
態
は
以
下
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
：

無
限
責
任
出
資
者
＋
有
限
責
任
出
資
者
＝
株
式
合
資
会
社

K
om

plem
entäre

＋K
om

m
anditisten

＝K
om

m
anditgesellschaft auf A

ktien

、K
G
aA

　
　

←
有
限
化

財
団S

tiftung

＋
株
式
合
資
会
社
＝
財
団
・
株
式
合
資
会
社S

tiftung &
 C

o. K
G
aA

「
最
大
一
〇
〇
社
」
に
は
こ
の
法
形
態
の
企
業
は
無
い
が
、
印

刷
事
業
の
同
族
企
業S

chenkelberg S
tiftung &

 C
o. K

G
aA

な
ど
が
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
法
形
態
の
利
点
に
つ
い
て
は
既
述

（
2
│

4
）財
団
合
資
会
社
を
参
照
。

一
四
八



ド
イ
ツ
同
族
大
企
業
の
法
形
態
（
吉
森
）

（
四
六
一
）

任
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
の
形
態
を
採
用
す
る
同
族
企
業
は
既
述

の
よ
う
にM

erck

、H
enkel

な
ど
長
い
社
歴
と
知
名
度
そ
し
て

潤
沢
な
内
部
留
保
を
有
す
る
優
良
同
族
企
業
に
限
定
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
の
欠
点
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
コ
ン
テ
ナ
ー
海
運
物
流
企

業E
urokai

社
の
企
業
家
ク
ル
ト
・
エ
ケ
ル
マ
ンK

urt 
E
ckelm

ann

に
よ
り
是
正
さ
れ
た
。
彼
は
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
既

述
の
有
限
合
資
会
社G

m
bH

 &
 C

o. K
G

か
ら
着
想
し
、
自
身
が

完
全
所
有
す
る
有
限
会
社K

urt F
.W

.A
. E

ckelm
ann G

m
bH

を
設
立
し
、
こ
れ
を
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る

G
m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

の
法
形
態
を
「
創
設
」
し
経
営
業
務
を
継

続
し
た

（
26
）

。
こ
の
よ
う
な
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限
化
」
は
法
学

者
と
実
務
家
か
ら
激
し
い
批
判
が
な
さ
れ
た
が
、
一
九
九
七
年
五

月
二
〇
連
邦
通
常
裁
判
所
（B

undesgerichtshof

、
民
事
・
刑

事
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
）
の
決
定
に
よ
り
こ
の
法
形
態
は
認
め

ら
れ
た

（
27
）

。
同
社
は
今
日
に
至
る
ま
で
こ
の
法
形
態
を
維
持
し
て
い

る
。こ

の
利
点
はG

m
bH

 &
 C

o. K
G

に
お
け
る
と
同
様
に
自
然
人

に
よ
る
無
限
責
任
出
資
者
の
設
置
が
回
避
可
能
で
あ
る
利
点
の
他

に
、
相
続
税
が
人
的
会
社
に
適
用
さ
れ
る
有
利
な
税
率
が
課
せ
ら

れ
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

き
起
こ
し
た
。
高
橋
に
よ
れ
ば
こ
の
論
争
は
一
八
五
〇
年
代
か
ら

続
き
一
九
八
〇
年
七
月
に
「
有
限
合
資
会
社
は
ド
イ
ツ
法
の
歴
史

上
初
め
て
法
律
上
の
根
拠
を
持
つ
に
至
っ
た

（
23
）

」。
す
な
わ
ち
法
学

者
の
論
争
は
一
三
〇
年
続
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
実
態
は
一
九
一
一
年
あ
る
企
業
家
が
有
限
合
資
会
社
を

設
立
し
、
登
記
申
請
を
行
っ
た
が
地
裁
は
こ
れ
を
却
下
し
た
。
企

業
家
は
バ
イ
エ
ル
ン
最
高
裁
に
上
告
し
た
結
果
一
九
一
二
年
認
め

ら
れ
、
有
限
合
資
会
社
の
誕
生
年
と
な
っ
た
。
そ
の
後
同
年
二
月

か
ら
一
〇
月
ま
で
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
み
で
八
〇
の
有
限
合
資
会
社

が
設
立
さ
れ
た

（
24
）

。
そ
の
後
企
業
家
に
よ
る
登
記
申
請
は
ベ
ル
リ

ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
続
き
一
九
二
二
年
ド
イ
ツ
全
土
で
有
限
合
資

会
社
が
認
め
ら
れ
た

（
25
）

。
こ
の
よ
う
に
実
態
と
し
て
は
有
限
合
資
会

社
は
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
学
者
間
の
議
論
は
続
い
た
。

こ
の
こ
と
は
法
学
者
で
は
な
く
企
業
家
に
よ
る
革
新
的
行
動
が
法

形
態
の
進
化
を
先
導
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
様
の
事
実
は
株
式
合
資
会
社
の
無
限
責
任
出
資
者
の
「
有
限

責
任
化
」
に
つ
い
て
も
生
じ
た
。
こ
の
法
形
態
の
利
点
は
同
族
企

業
が
証
券
市
場
に
一
部
の
資
本
金
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
資
金

調
達
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
最
大
の
欠
点
は

合
資
会
社
に
お
け
る
自
然
人
で
あ
る
無
限
責
任
出
資
者
の
無
限
責

一
四
九
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こ
れ
に
よ
り
「
法
的
規
定
に
な
い
、
会
社
形
態
の
混
合
形
態
お

よ
び
独
創
的
解
決
方
法
」
を
認
め
る
決
定
を
下
し
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
制
度
の
新
設
と
進
化
が
企
業
に
よ
り
実
現
さ

れ
た
事
実
は
共
同
決
定
と
従
業
員
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
も

妥
当
す
る
。
共
同
決
定
の
萌
芽
はT

euteberg

が
指
摘
す
る
よ

う
に
一
八
五
〇
年
に
ド
イ
ツ
最
初
の
従
業
員
代
表
制
度
が
ザ
ク
セ

ン
の
印
刷
工
場
所
有
者C

arl D
egenkolb

に
よ
り
創
設
さ
れ
た

（
29
）

。

従
業
員
の
社
会
保
障
制
度
に
関
し
て
は
周
知
の
よ
う
に
ビ
ス
マ

ル
ク
首
相
が
一
八
八
三
年
疾
病
保
険
（
医
療
保
険
）、
一
八
八
四

年
事
故
保
険
（
労
災
保
険
）、
一
八
八
九
年
老
齢
・
廃
疾
保
険

（
年
金
保
険
）
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
は
鉄
鋼
企
業
の
所
有
経

営
者A

lfred K
rupp

が
一
八
八
五
年
に
ビ
ス
マ
ル
ク
へ
送
っ
た

同
社
の
健
康
保
険
と
年
金
制
度
に
関
す
る
規
約
を
参
考
に
し
て
策

定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
同
年
三
月
一
三
日
付
け
の
ビ
ス
マ
ル

ク
自
筆
の
感
謝
状
が
同
社
の
公
益
財
団
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
ビ
ス
マ
ル
ク
は
こ
れ
ら
の
規
約
を
検
討
中
の
国
家
の
社
会
保

障
制
度
に
利
用
す
る
許
可
を
ア
ル
フ
レ
ー
ト
に
求
め
、
他
社
の
規

約
の
提
供
を
依
頼
し
た

（
30
）

。

5
│

3　

法
形
態
決
定
基
準
と
し
て
の
「
私
的
自
由
」
の
原
則

そ
れ
で
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
り
こ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
企
業
家

の
新
形
態
が
正
当
化
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
法
的
根
拠
は
「
私
的
自

由
」P

rivatautonom
ie

に
よ
る
。
こ
れ
は
基
本
法
（
憲
法
）
二

条
一
項
に
よ
る
「
人
格
の
自
由
な
発
展
」
に
基
づ
く
市
場
経
済
の

原
理
で
あ
る
契
約
の
自
由
、
所
有
権
の
自
由
、
相
続
の
自
由
で
あ

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
連
邦
通
常
裁
判
所
は
有
限
会
社
が
無
限
責
任

出
資
者
と
し
て
株
式
合
資
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の

場
合
の
商
号
をG

m
bH

 &
 C

o. K
G
aA

と
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
た
。
同
様
に
株
式
会
社
が
無
限
責
任
出
資
者
で
あ
る
株
式
合
資

会
社
はA

G
 &

 C
o. K

G
aA

の
商
号
が
規
定
さ
れ
た
。
連
邦
通
常

裁
判
所
は
こ
れ
ら
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
以
下
を
挙
げ
る
：

「
株
式
合
資
会
社
の
構
造
、
お
よ
び
無
限
責
任
出
資
者
の
要
件

を
自
然
人
と
す
る
過
去
の
立
法
者
が
主
張
す
る
規
範
の
い
ず
れ
も

有
限
株
式
合
資
会
社
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
債
権
者
お
よ
び
投
資
家
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
的
強
制
規
定

と
法
的
関
係
の
枠
内
に
お
い
て
私
的
自
治
（
下
線
筆
者
に
よ
る
）

に
よ
る
自
由
な
会
社
形
態
の
構
成
」
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
（
28
）

」

一
五
〇



ド
イ
ツ
同
族
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企
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形
態
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吉
森
）

（
四
六
三
）

①　
「
所
在
国
説
」S

itztheorie, R
eal S

eat T
heory

加
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
設
立
・
登
記
さ
れ
た
本
社
が
加
盟

国
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
実
態
的
本
社
」tatsächlicher S

itz

と

し
て
経
営
管
理
に
従
事
す
る
場
合
、
ド
イ
ツ
が
経
営
管
理
の
意
思

決
定
機
関
の
主
た
る
所
在
地O

rt der H
auptverw

altung

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の
法
に
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
他
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
グ
そ
の
他
に
お
け
る
説
で
あ
っ
た
。

②　
「
設
立
国
説
」G

ründungstheorie, Incorporation T
heory

加
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
設
立
登
記
さ
れ
た
本
社
は
加
盟
国

ド
イ
ツ
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
新
た
に
ド
イ
ツ
の

法
に
基
づ
き
本
社
を
設
立
す
る
必
要
は
な
い
。

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
説
で
あ
る
。
上
記
欧
州
司
法
裁
判
所
の

決
定
に
基
づ
き
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
こ
の
説
を
採
用
し
た
。

更
に
重
要
な
判
決
は
こ
の
よ
う
な
本
社
は
実
態
の
な
い
、
い
わ

ゆ
る
加
盟
国
登
記
の
「
外
国
ペ
ー
パ
ー
会
社
」

”S
cheinauslandsgesellschaft ”

で
あ
っ
て
も
合
法
と
す
る
判
決

で
あ
る

（
32
）

。

5
│

4　

イ
ギ
リ
ス
と
の
制
度
間
競
争
と
ド
イ
ツ
の
対
応

法
形
態
の
進
化
の
他
の
一
つ
は
外
国
の
そ
れ
と
の
競
争
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
お
け

る
経
済
的
競
争
の
他
に
法
形
態
を
含
む
制
度
的
競
争
に
も
絶
え
ず

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
の
有
限
会
社

L
im

ited

と
の
競
争
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
Ｅ
Ｕ
の
欧
州
株
式
会

社
Ｓ
Ｅ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
下
記
の
「
所
在
国
説
」
は
欧
州
司
法
裁
判

所
に
よ
り
欧
州
共
同
体
条
約
第
四
三
条
、
四
八
条
規
定
の
「
営
業

地
選
択
の
自
由
」
の
原
則
に
抵
触
す
る
と
の
判
断
に
よ
り
そ
の
存

続
が
否
定
さ
れ
た

（
31
）

。
こ
の
決
定
は
ド
イ
ツ
の
通
常
最
高
裁
判
所
に

よ
り
確
定
さ
れ
た
。

こ
の
事
態
が
生
じ
る
以
前
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
い
て
は
以
下
の

二
つ
の
対
立
す
る
「
本
社
」
の
概
念
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
加
盟

国
Ａ
の
会
社
の
本
社
が
他
の
加
盟
国
Ｂ
に
移
設
さ
れ
た
場
合
、
い

ず
れ
の
加
盟
国
の
会
社
法
に
服
す
る
か
の
判
断
基
準
の
違
い
に
よ

り
生
じ
る
。

こ
れ
を
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
の
法
理
論
と
欧
州
司
法
裁
判
所
の

判
例
に
よ
り
説
明
す
る
：

一
五
一
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②　

共
同
決
定
制
度　

U
nternehm

erische M
itbestim

m
ung

ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
は
本
社
の
監
査
役
会
に
お
け
る
従
業

員
・
労
組
代
表
の
議
決
権
が
資
本
側
代
表
の
そ
れ
と
の
関
係
に
お

い
て
次
の
三
種
が
あ
り
、
そ
の
適
用
対
象
企
業
が
規
定
す
る
：

●　

完
全
同
権
性　

P
arität

│
対
象
：
従
業
員
一
、〇
〇
一
人

以
上
の
鉄
鋼
・
石
炭
産
業
の
Ａ
Ｇ
、G

m
bH

。
監
査
役
会
に

お
け
る
両
代
表
数
と
議
決
権
が
完
全
に
同
数
、
同
格
で
あ
る
。

●　

1
／
3
同
権
性　

D
rittelparität

│
対
象
：
従
業
員

五
〇
人
〜
二
、〇
〇
〇
人
の
Ａ
Ｇ
、K

G
aA

、G
m
bH

。
監
査

役
会
に
お
け
る
従
業
員
・
労
組
代
表
と
議
決
権
は
資
本
側
代

表
の
三
分
の
一
で
あ
る
。

●　

非
同
権
性　

U
nterparität

│
対
象
：
従
業
員
二
、〇
〇
一

人
以
上
の
Ａ
Ｇ
、K

G
aA

、G
m
bH

、
Ｋ
Ｇ

（
33
）

。

監
査
役
会
に
お
け
る
両
代
表
者
数
は
同
一
で
あ
る
が
資
本

側
代
表
の
議
決
権
は
従
業
員
・
労
組
代
表
よ
り
一
議
決
権
多

い
。
第
一
回
の
採
決
で
賛
否
同
数
の
た
め
決
定
で
き
な
い
場

合
は
第
二
回
の
採
決
で
資
本
側
代
表
の
監
査
役
会
会
長
が
二

票
の
議
決
権
を
行
使
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
ド
イ
ツ
の
労
働
者
と
経
営
者
に
と
っ
て
は
重
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
経
営
参
加
制
度
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
イ
ギ

リ
ス
そ
の
他
の
加
盟
国
で
設
立
登
記
さ
れ
た
本
社
が
ド
イ
ツ
に
移

設
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
ら
は
こ
の
ド
イ
ツ
の
制
度
を
実
施
す
る
義

務
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
共
同
決
定
を
嫌
う
一
部
の
ド
イ

ツ
企
業
が
本
社
を
イ
ギ
リ
ス
に
登
記
し
、
そ
の
本
社
を
ド
イ
ツ
へ

移
設
し
、
共
同
決
定
を
回
避
す
る
事
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
は
従
業
員
の
経
営
参
加
制
度
と
し
て
以
下
の
二
つ
が

あ
る
：

①　

事
業
所
協
議
会　

B
etriebsrat

従
業
員
五
人
以
上
を
雇
用
す
る
す
べ
て
の
企
業
の
事
業
所
（
工

場
、
事
務
所
、
支
店
な
ど
）
に
適
用
さ
れ
、
従
業
員
は
以
下
の
権

利
を
有
す
る
：

●　

情
報
共
有
権

●　

協
議
権

●　

拒
否
権

●　

共
同
決
定
権

一
五
二
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共
同
決
定
制
度
の
擁
護
、
普
及
、
研
究
に
あ
た
る
ド
イ
ツ
の
ハ

ン
ス
・
ベ
ッ
ク
ラ
ー
財
団
は
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国

法
形
態
の
増
加
を
「
共
同
決
定
法
の
回
避
戦
略
」
と
見
な
し
、
そ

の
「
空
洞
化
」
に
警
戒
を
強
め
て
い
る

（
35
）

。

5
│

5　

ド
イ
ツ
の
対
応
│
有
限
会
社
法
の
改
正

イ
ギ
リ
ス
のL

im
ited

の
利
点
は

①　

簡
単
な
設
立
│
書
類
の
み
で
公
証
人
の
証
明
不
要

②　

最
低
資
本
金
、
最
低
払
込
の
必
要
な
し

で
あ
り
、
そ
の
欠
点
は

①　

ド
イ
ツ
語
と
英
語
に
よ
る
財
務
諸
表
の
作
成

②　

ド
イ
ツ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
登
記
簿
へ
の
開
示
義
務

③　

社
内
に
お
け
る
訴
訟
の
管
轄
権
限
は
イ
ギ
リ
ス
法
廷
の
み

と
さ
れ
る

（
36
）

。

（
1
）
有
限
会
社
法
の
改
正

前
項
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
有
限
会
社
法
は
根
本
的
に
改

変
さ
れ
、「
有
限
会
社
法
現
代
化
│
濫
用
防
止
法

（
37
）

」
を
制
定
し
、

既
述
の
「
企
業
家
会
社
」（
以
下
Ｕ
Ｇ
）
を
中
心
と
す
る
新
形
態

の
創
設
に
よ
りL

im
ited

へ
対
す
る
対
抗
策
を
決
定
、
施
行
し
た
。

こ
の
制
度
の
な
い
加
盟
国
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
の
ド
イ
ツ
の
経

営
者
に
と
っ
て
も
共
同
決
定
制
度
は
費
用
が
か
か
り
、
意
思
決
定

に
時
間
が
か
か
る
と
し
て
敬
遠
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る

（
34
）

。
こ
の

よ
う
な
企
業
経
営
者
が
共
同
決
定
制
度
の
存
在
し
な
い
イ
ギ
リ
ス

に
会
社
を
登
記
し
、
こ
れ
を
無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
ド
イ
ツ
で

合
資
会
社
を
移
設
す
る
こ
と
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。

具
体
的
に
は
ド
イ
ツ
の
企
業
が
イ
ギ
リ
ス
法
に
よ
りP

rivate 
L
im

ited C
om

pany

│L
im

ited
（
ド
イ
ツ
の
有
限
会
社G

m
bH

に
相
当
）
ま
た
はP

ublic L
im

ited C
om

pany

│P
lc

（
ド
イ

ツ
の
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
に
相
当
）
を
有
限
責
任
出
資
者
と
す
る
合
資

会
社
を
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
登
記
し
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
に
移
籍
す
る

事
例
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
資
本
の
旅
客
航
空

会
社
は
ロ
ン
ド
ン
でA

ir B
erlin P

lc &
 C

o. K
G

を
設
立
登
記

し
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
へ
移
設
す
る
こ
と
に
よ
り
共
同
決
定
制
度
の

適
用
を
免
れ
て
い
る
。
同
様
に
ド
イ
ツ
資
本
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

連
鎖
店
事
業
のM
üller L

td. &
 C

o. K
G

も
ロ
ン
ド
ン
設
立
・

登
記
の
本
社
を
ド
イ
ツ
へ
移
設
し
て
ド
イ
ツ
の
共
同
決
定
制
度
の

適
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
小
、
中
堅
の
新
興
企
業
で
あ
り
、
大
企

業
で
は
な
い
。

一
五
三
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数
は
二
〇
一
〇
年
の
一
七
、五
五
一
社
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は

一
二
、五
五
三
社
ま
で
減
少
し
た
。

（
2
）
欧
州
株
式
会
社
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
を
選
択
し
た
多
く
の
ド
イ
ツ
企
業
の
真
の
動
機
は
共
同
決

定
法
の
回
避
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
Ｓ
Ｅ
の
特
質
に

は
共
同
決
定
の
任
意
制
導
入
と
単
層
型
・
二
層
型
取
締
役
会
の
選

択
制
に
よ
る
導
入
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
任
意
性
と
選
択
制

が
共
同
決
定
法
を
嫌
う
ド
イ
ツ
の
一
部
の
企
業
の
魅
力
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い

（
41
）

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
企
業
は
中
小
新
興
企
業
で

あ
り
、
伝
統
と
名
声
を
有
す
る
大
企
業
で
は
な
い
。
共
同
決
定
法

は
単
に
経
営
者
、
従
業
員
、
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民

に
よ
り
支
持
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
使
間
の
対
立

の
緩
和
、
労
働
争
議
の
少
な
い
事
に
よ
る
企
業
の
国
際
競
争
力
の

強
化
、
従
業
員
の
高
度
の
労
働
条
件
と
生
活
水
準
に
寄
与
し
て
き

た
。
Ｓ
Ｅ
に
法
形
態
を
変
更
し
た
大
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
従
来
の

共
同
決
定
制
度
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
。A

llianz

、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、

F
resenius

は
改
組
以
前
の
二
〇
人
に
よ
る
監
査
役
会
に
お
け
る

共
同
決
定
を
維
持
し
て
い
る

（
42
）

。
改
組
以
前
の
従
業
員
、
労
働
組
合

の
代
表
者
数
が
減
少
す
る
場
合
は
従
業
員
の
賛
成
票
決
が
必
要
と

そ
の
特
質
は
以
下
に
あ
る

（
38
）

：

①　

従
来
の
有
限
会
社
の
最
低
資
本
金
は
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ

で
あ
る
が
、Mini-G

m
bH

と
し
て
Ｕ
Ｇ
を
創
設
に
よ
り
一
ユ
ー

ロ
の
資
本
金
に
よ
る
設
立
を
可
能
に
し
た
。

②　

利
益
の
二
五
％
は
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
達
す
る
ま
で
資

本
準
備
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
。
期
間
的
制
約
は
な
い
。

③　

資
本
準
備
金
が
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
達
し
た
時
点
で
企

業
家
は
企
業
家
会
社
と
し
て
存
続
す
る
か
、
通
常
の
有
限
会
社

へ
移
行
す
る
か
を
決
定
で
き
る
。

④　

一
人
有
限
会
社
の
設
立
と
登
記
の
迅
速
化

（
39
）

。

ド
イ
ツ
の
有
限
会
社
法
改
革
は
こ
のL

im
ited

の
規
定
を
意
識

し
て
制
定
、
実
施
さ
れ
た
結
果
、L

im
ited

の
利
点
は
ほ
ぼ
消
滅

し
た
と
さ
れ
る

（
40
）

。
改
革
の
本
質
は
企
業
設
立
後
の
最
も
困
難
で
失

敗
の
確
率
の
高
い
創
業
期
に
お
け
る
損
失
を
で
き
る
だ
け
低
く
抑

え
る
こ
と
に
よ
り
企
業
家
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｇ
はhaftungsbeschränkt

（
損
失
責
任
軽
減
）

と
併
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

図
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
るL

im
ited

の
会
社

一
五
四
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社
」U

G

│U
nternehm

ergesellscaft

を
規
定
す
る
有
限
会
社

改
定
法
は
二
〇
〇
八
年
施
行
さ
れ
て
以
来
二
〇
一
〇
年
の
採
用
企

業
一
、二
〇
〇
社
が
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
に
は
四
、四
七
七
社
へ

増
加
し
た
事
実
は
企
業
家
の
リ
ス
ク
負
担
の
軽
減
は
よ
り
多
く
の

企
業
家
を
生
み
出
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
図
表
3
）。
ま
た
法

と
商
号
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
の
で
、
債
権
者
お
よ
び

他
の
利
害
関
係
者
の
利
害
は
保
護
さ
れ
る
。

た
し
か
に
ド
イ
ツ
の
資
本
会
社
を
無
限
責
任
出
資
者
と
す
る
多

種
の
混
合
形
態
は
論
理
的
矛
盾
で
は
あ
る
が
、
現
実
的
、
実
践
的

性
格
と
規
定
で
き
よ
う
。
無
限
責
任
出
資
者
と
し
て
事
業
に
失
敗

し
た
場
合
に
は
家
屋
敷
ま
で
も
債
務
弁
済
に
当
て
る
義
務
を
負
い
、

妻
子
を
路
頭
に
晒
す
リ
ス
ク
の
軽
減
を
求
め
る
企
業
家
を
誰
が
責

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
敗
者
が
再
起
す
る
可
能

性
は
小
さ
い
。
混
合
形
態
の
意
義
は
敗
者
復
活
に
あ
る
。

尊
敬
さ
れ
る
ド
イ
ツ
の
同
族
大
企
業
の
多
く
は
株
主
至
上
主
義

と
は
一
線
を
画
し
、
長
期
的
成
長
と
繁
栄
そ
し
て
公
益
へ
の
貢
献

を
目
的
と
す
る
創
業
者
の
経
営
理
念
の
実
現
に
誇
り
と
名
誉
を
か

け
て
勤
し
ん
で
き
た
。
本
稿
中
の
多
く
の
同
族
企
業
は
公
益
財
団

を
設
立
し
、
公
益
に
資
す
る
と
同
時
に
後
継
者
問
題
の
解
決
な
ど

に
も
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
顔
を
有
す
る
企
業
も

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
限
を
無
視
し
て
ま
で
共
同
決
定
制
度
を

改
変
す
る
試
み
は
労
使
紛
争
、
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
自
殺
行
為
に
等
し
い
。
し
た
が
っ

て
共
同
決
定
制
度
の
空
洞
化
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
Ｓ
Ｅ
に
よ
る
共
同
決
定
制
度
の
回
避
行
動
は
新
設

の
企
業
に
限
定
さ
れ
よ
う
。

結
論

一
九
世
紀
以
降
最
近
八
〇
年
度
に
至
る
ま
で
ド
イ
ツ
の
法
形
態

の
最
大
の
問
題
の
一
つ
は
合
資
会
社
に
お
け
る
無
限
責
任
出
資
者

の
リ
ス
ク
軽
減
を
巡
る
歴
史
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
実
は
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
。

こ
れ
を
ド
イ
ツ
企
業
家
の
リ
ス
ク
回
避
的
行
動
と
解
釈
し
、
こ

れ
が
多
く
の
複
雑
な
混
合
形
態
を
生
み
出
し
た
と
評
価
す
れ
ば
こ

の
「
有
限
責
任
化
」
は
進
化
で
は
な
く
退
化
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
ド
イ
ツ
の
企
業
家
は
こ
の
過
酷
な
リ
ス
ク
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
を
と
り
、
企
業
家
精
神
を
発
揮

し
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
〇
一
二
年
に
お
い
て

二
四
五
、〇
〇
〇
の
合
資
会
社
の
ほ
と
ん
ど
が
有
限
合
資
会
社
で

あ
る
事
実
、
ま
た
有
限
会
社
の
現
代
化
形
態
で
あ
る
「
企
業
家
会

一
五
五
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